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本稿では，このような作業の一周として， J aCQ b Marschakの業績をとり上





1) 今井， [6J (7J [町は一つの展望を与えるも叩である。
2) 組織D立場からの研究は， Marschak， J.and R. Radner， Economic Theory of Teams， 
1971，としてまとめbれ出版きれようとしている


























3) 'MaTi'lchak. (13]， p. 32-33 また， [12J， pp.I-2， 17-18. 










ギリシ?宇 守，円 σ，C，δ， a， s，υ，は〔情報〕処理装置，
ラテン字 Y， m， 5， t， d， a， b， uはそれらのアウトプットを表わす。
費用関数 Ir.， /op， If" ir.. 1i:1，ι の総体としてのアウトプァトがιである。




4) Marsc.hak. [13). p. 43 




ここに， X は投入 (inputs)の集合 yは産出 (outpu回)り集合， ηは X から
Yへの変換 K は X からコストを表わず〈コλ トの単位で測られた〕非負の実
数への変換， τは X から遅れ (delay)を表わす【時聞の単位で出uられた〕非負の
実数への変換。 X および Yは，いうまでもなく，通常の物的な投入・産出で
はなく，データ」等々の情報的な投入・産出である。そしてこりような機能
を遂行する機器，人間または両者の組合せが f[情報〉処理装置 (proc白削〉
であるへ なお「通信J(communication)とは， 第 l図の中の「貯蔵 1，符号
化 1，r伝達!および「解読」を結合してできる連鎖のことにほかならない。
さて， さきの第1図は， 数種類の「処理〔装置J を全体として一つの連鎖
をなすように結合したものであるが，この結合の仕方には一つの特色がある。
いま処理」のうち， その産出 y(Yの元〕が合理的決定に関する 定の諸
公準をみたす一行動主体の「行動J(actions)であわかっ，その投入 x(Xの
元〉が，かれにとって制御不可能な「事象J(events)であるようなものを r合
















「処理JPニくX，Y， 1]， t;，τ〉において， 投入の集合 X と産出の集合 Y
は，いずれも，議論を簡単にするために，有限と仮定されている。また変換 η
は， 一般的に stochasticなもり， すなわち xの各元 Z に対して，
Y の上のある確率分布を与えるようなものと想定される。そこで，X=(l， .，
ln)， Y=(l，…， n)であるとし，xが zであるとき y が Jである条件っき確
率止(y~jlx~のを ηりと書くと， η は ηりを第 (i， j)要素とする m 行 n
列のマノレコフ行列で表わされる Q すなわち，早，:20(all i， jヲかっ l:."l"ニ 1(for 
all i) 
他方，ある与えられた z に対するコスト κおよび遅れτは確定的に定まる
ものとされる。
複数個の「処理Jpr， ..， pN を順次に連結して得られる一つの連鎖Pにつ
いては，それが全体として行なう変換の行列 ηは，P¥ .， pNのそれぞれの
行列 η...，IJ]N を順次にかけ合せた積であると考えられる。ただし，Pにお












8) lbid.， p.36， pp. 40-41 

















境り状態J(state of environment)とよび Sで表わし，可能な 5全体の集合をS
で表わす。とりうる「行動J(action) aの集合を A で表わす。環境のある状態
sが実現したときの，ある行動 G の「結果J(consequence)を c(a， s) とする。
別の書き方をすれば，c=a(のである。さらに，各 C に対Lて，決定者がわり
つける評価を，通常，数値的な効用関数 u で妾わす。同時に，その cをもた
らす (a，s)に対する評価を，
曲 (a，s)三u(σ(s))三u(c)
9) 1bi瓦， p. 42 
10) 訣定理論 統計的決定理論とよばれることもある の基本文献は， Savage， [17Jである。
興味ぷかい干島な解説として Raiffa，(16Jがあり，またきわめて民近のものに宮沢， [1のがあ
る.
134 (3回〕 第 108巷第5号
によって定義し，曲を 1利得関数J(pay-off funct目的とよぶ山。なお，かんた
ん化のため，以下 Sと A は有限個0)元しか持たないとする。
一般に 3の部分集合。ιとを「事象J(ev聞のといい，各事象に対して確率
測度がわりつけられうるが， いま S>: 1個以上の空でない部分集合 B，に分
かち， それらの部分集合の共通部分が空 (i宇Jのとき B;nBj=φ)， 合併が
S(U，B， めであるようにすることができる。この部分集合の集合 {s，}を S
の一つの「分割J(part山頂〕というが， Marschakは，このような分割の元 B，
を「事象」とよんでいるのである。 Marschakは，利得関数曲Ca，s) <"_の関連
において Sおよび A を適当に分割し，そこから議論を出発させることを便宜
とする。すなわち，第ーに，すべての a.Aについて ω(向。=由(a，ので
あれば，sとs'は同ーの事象zに属するものとする。第二に，すべての s• S 










a，について.al>向である (a，が向上り選好きれる〕のは，U(a，) > U(a，)のとき，
かっそのときだけであるようにすることができる。そしてこの効用関数 U(a)
は，判断確率 π と利得関数 ω を所与とするとき，U(a)=I;π(z)曲(a，z)に
11) Savage， (17)， chap， 2， pp. 6-27; Marschak and Miya田wa，[14J. pp. 138-139 
12) Marschak. (13)， p.40 なお， Marschak and Miyasawa， [14J. pp. 138-139， Marschak， 
[l1J， pp. 39-42，および Marschak，(lOJを参照ヨ Marschakand Miyasawa， (14)は，Aの
分割り元を「決定J(decision) dとよんで，A 0;)元である「行動J(action) aと記号的に区別
Lているロ乙二こでは記号的に区別しなし、
情報の経済分析について (381) 135 
よって定められ，したがって，行動 a の「期待効用J(expected tutiliy)とよば
わるH)。





決定者のことにほかならない。 ZとAを所与とし，判断確率 πと利得関数 ω
とを定めるとき， それは期待効用 U日 (a)を最大にするような行動 a を採択
する。
但し， Marschakは，情報処理のコ月トバz)と，遅れ τ(z) とを，明示的
に利得関数の中に導入する。そして，とりあっかいを簡単化するために，，(z) 
と r(z) とは次のような特殊な形で利得関数の中に入ると仮定する。すなわち，
ω(a， z， .(z)， r(z))ニ c.Cz)十βCa，z)d市〉
Marschakは，こり β(a，z)を「便益閣数J(benefit function)， IC(Z)を「費用









13) Arrow， C4l.とくに p.53 なれ判断確率は 「主観的確ネJ(subjective prohability)な
いし「個人的確率.J(p町田国1probability)ともよばれる弓この概念については， Savage， [17J， 
chap. 3を毒照「
14) Marscl羽k，[13)， pp. 39-40 











(likelihood)とよばれる。 ηは「尤度行列J(matrix of likelihoods)または「情報
行列J(information matrix) とよばれる冊。 ζれは 1つの観測装置または観測
方法の特性を示している。












15) 1るid"p. 45;宮沢. [151. 127へージ。
16) Marschak， (13J. pp. 5→51 
情報の経世分析について (883) 137 
改訂する乙とができ，事後の判断確率再(z)は， Bayesの定理により，




U，(σ)~Eπ，(z) β (a， z) (2) 
によりて計算するととがでi"， Aの中で U，(めを最大にするような aを択ぶ
ことができる。このような aを，a，と書く。メヮセージ yを受けとったあと
で行動 a，をとったときに期待される効用の値は，







p(y)~ 乙 π (z)η.， (4) 
によって計算される。
さて，こむように y をどれか一つの y に固定しない場合には， (3)式の
U，(a，)は，yの関数として，あらためて，
VCy) ~ U，(a，) =max U，(α〉
". A 
(5) 





V(1)三 EP(y)V(y) (6) 
である。 ζ こで， (6)に(1)，(2)， (3)， (4)および(5)を代入すれば，結局，
138 (384) 第 108巷第5号









ηOZll=.An al z; L:ん=1.
であるから，これを(7)に代入すると，
VCイ)=子 π(z)β(aO，z) (9) 







のζ とを， その観測装置の「純価値J(net value)とよぶ。 これに対して， (5) 




装置 η およびがを比較する場合には，それぞれについて VN(η〕と VN匂つ
を計算すれば，それらの大きさによって比較ができるのであるへ
17) 以上の展開については，宮沢， [15)，第4章および Ma四chak，(13J， pp. 48-49宰照。








Bπ，(η，α)=L; L; L;β(a， z)π，7)ναμ 
を「其目待便主主J(exp町 tedbenefit)と定義し，



























第二に，統計学の文献古は， Zと A とは表裏白関係にあり，そこでの「行
動」とは Zの一つの分割の中の部分集合(=，代替的仮説J)の一つを択ぶこと
にほかならない。こ白場合，行動は事象よりも多くあることができない。しか
し，情報の経済学の観庶からすれば， z ~_ A ~が別々のものであり，統計家















くX，Y，勾，IC， 't'，>の中に遅れ T およびコスト K を明示的に含めていることの意
味が明らかになる。
19) あid.，pp. 45-47 




「情報源J(information source)とは iメッセージJ (~í通信文J ; message) 
を発生する源であるが，通信の観点からつきつめて考えれば，それは，ある記
号の集合〈アルファベット〉に属する記号(文字〉を， 時間的な系列として次々














いた図白一変務である s たとえば，甘利， [1). 61-63ヘ シ。
142 (388) 第 108巷第5号
容量を要し，いずれにせよコストが増加する。このような状況の下で，最適の
符号化法を探究することが，通信理論の中心課題であった出。












で表わす。また I観測」の代りに I貯蔵J I符号化J I伝達」を合せたも
のをかりに「狭義の通信Jと名づけて，その特性を表わすマルコフ行列を ηで
表わす。 I受信された信号」が，その産出 Y'Yとである。 さらに I戦略」
の代りに解読」をマノレコフ行列 α で表わし I行動J の代りに I解読




[=1 [ 0 




22) Marschak， l13J， p.42 
23) lbid.， pp. 84-97 
情報の桂済分析について t担 9) 143 
ジの内容にはまったく関わりなし送られたメ vセージが誤って受けとられた
場合には同 額の損失が発生するとみなしてきたのである。しかし，より広く，

























尉の体積が，その財の，消費者にとっての効用に関わりがないむと同様である。 lbid.，p. 86 





















































25) Arrow， (2J， p.614 
26) 品叫， p. 614 
27) Ib培d.，pp. 615-616 
28) lbid.， p.616. 
146 (392) 第 108巻第5号
要な前提とするから，私企業によって行なわれるのにもっとも不適当なもので
ある初〉 唱。





















29) Ibid.. pp. 610-614. 616-617なお こりジレンマは Arrowが不確実性をともなうフロフェ
ツジョナルな活動のすべてにつきまとうと考えているものである固 たとえば.Aロow，[5J. PP 
10-13を見土切
30) 1るid.， pp. 618-619 
31) Marschak. [12]， pp. 4-7. *t~. [l1J. p.40， 
















方に， より商品としての性格を持ちやすいものが多いであろう o たとえばコ γ
ピューターによる情報検索ないし情報処理サーピスは， このあとの方のカテゴ
リーに入ると考えられる町。





32) Arrow， [3J. p. 30 
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